
教育システム分科会
【年間活動テーマ】共創をICTする

第３回活動報告

「共創で考えるCS研版次世代LMS」を研修テーマとし、LMS(Learning Management 
System)について考えました。
午前の部は、青山学院大学 情報メディアセンター 助教 湯浅 且敏 先生より、大学教育での

LMSの重要性などについてご講演をいただいた後、参加した5大学より、各大学で使用しているLMS
について、導入の経緯や特徴的な部分、利用率、課題などについてご紹介いただきました。また、
CoursePowerを利用しLSMの状況についてアンケートを取得しました。
午後は、最新技術について学んだ後、4グループにわかれ「CS研版次世代LMS」を考え、キャッチコ
ピーをつけました。「勝手に支援システム」「なりたい自分になれるLMS」「愛（AI）で学生をサポート」
「LOVE and MEET SYSTEM」といったCS研版次世代LMSのアイディアが生まれました。

8：30～8：40 全体会（事務連絡等）

8：40～9：10 ご講演
「大学教育におけるLMSの役割」
青山学院大学 情報メディアセンター 助教 湯浅 且敏 様

9：10～12：00 ご紹介
「dotCampus」 清泉女子大学 情報環境センター 与田 達浩 様
「CoursePower」 青山学院大学 情報メディアセンター 助教 湯浅 且敏 様
「manaba」 関東学院大学 ＩＣＴ活用支援課 係長 吉田 朋央 様
「Universal Passport」 共立女子大学 学習支援プロジェクト 岡本 千代 様
「in Campus」 芝浦工業大学 情報システム部 情報システム課

課長補佐 星野 励 様

12：00～13：00 昼食

13：00～13：30 最新技術情報のご紹介
富士通株式会社 マーケティングコミュニケーション本部
デジタルコンテンツ統括部 統括部長 淡路 哲彦 様

13：30～15：30 意見交換（テーマ：共創で考えるCS研版次世代LMS），発表，投票

日 時：2018年8月31日(金) 8:30～15:30
場 所：Royal Hotel 長野 2階 斑尾
出席者：33名
研修テーマ：共創で考えるCS研版次世代LMS

１．研修内容

２．スケジュール
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３．アンケート結果 【回答数19】

【Q1】今回の分科会についてお答えください。

４．参加校 [10校13名] ・賛助企業[4社19名]・参加総数33名

５．所感

青山学院大学[1]
関東学院大学[2]
共立女子大学[2]
久留米大学[1]
芝浦工業大学[1]

清泉女子大学[1]
東海大学[2]
千葉工業大学[1]
中部大学[1]
長崎大学[1]

テクノシステム（株）[1]
富士通エフ・オー・エム（株）[1]
富士通関西中部ネットテック
（株）[2]

富士通株[14] 事務局[1]

各大学でのLMS導入の経緯、課題意識と活用方法を共有することができ、新たな気付きを得るきっかけとなったと思います。また、その
後の『CS研版次世代LMS』では、1日目のワークショップでの経験や最新技術インプットも活かし、トレンドや長い視点を加味したアイ
ディアを数多く創出頂きました。AIの活用について今後の活動でも議論できればと感じました。（富士通 大学ビジネス推進部 佐藤）

【Q3】今回の分科会に関するご意見・ご感想があればご自由にご記入ください。

・LMSの活用されている内容がわかりました ・他大学のLMSの現状を聞くことができ、大変参考になりました
・集中して考えることができる進行をありがとうございました。 ・他大学のLMS紹介が良かった
・「勝手に支援」というキーカードに出会って、自分の仕事に活かせそうだった
・LMSについて、AI、Bigdetaの適用について考えられた ・各LMSの機能比較表のようなまとめがあると良かった

【Q4】今後、分科会で扱ってほしいテーマや、施設見学・事例・ワークショップなど内容についての案やご意見
がありましたらご記入ください。

・日本のMOOCはなぜもっと盛り上がらないのか ・新しい取組を行っている施設を見学したい
・LA ・LMSの実際に使っているところを見てみたい

【Q5】ＣＳ研の運営や活動等に関するご意見やご感想がありましたらご記入ください。

・本日は参加させていただいて誠にありがとうございました。 とても楽しい時間でした。 今後ともよろしくお願い致します
・全体的に時間の余裕が欲しかった ・分科会終了～閉会式までが慌ただしい

【Q2】それはなぜか理由をお答えください（複数回答可）。
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